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場所 誤 正

p. 35, 下から 10行目 正 非負
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p. 174, (5.78)式 yj = xj yj = xj ,
p. 194, 下から 1行目 y z
p. 195, 上から 1行目 y z
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◦ p. 73, (2.179)式：右辺に第 3項として，次を追加する．

+ν

(
n∑

l=1

ξl

)

◦ p. 14, 定義 1.3：次と差し替える．

ΩをRの空でない高々可算な部分集合1，ΞをRnの開集合とし，各 ξ ∈ Ξに対して，Ωで定義された実数値関数
p( · ; ξ)があたえられているとする．任意の ξ ∈ Ξに対して，p( · ; ξ)が常に正となる確率関数であるとき，すなわ
ち，任意の x ∈ Ωおよび任意の ξ ∈ Ξに対して，p(x; ξ) > 0であり，

∑
x∈Ω

p(x; ξ) = 1となるとき，集合

S = {p( · ; ξ) | ξ ∈ Ξ} (1.53)

を Ω上の n次元統計的モデル（statistical model）という．

◦ p. 134, 定義 4.11：次と差し替える．

ΞをRnの開集合とし，各 ξ ∈ Ξに対して，ルベーグ可積分関数 p( · ; ξ)があたえられているとする．任意の ξ ∈ Ξ
に対して，p( · ; ξ)が常に正となる確率密度関数であるとき，すなわち，任意の x ∈ Rおよび任意の ξ ∈ Ξに対し
て，p(x; ξ) > 0であり，

∫
R

p( · ; ξ) dλ = 1となるとき，集合

S = {p( · ; ξ) | ξ ∈ Ξ} (4.54)

をR上の n次元統計的モデルという．

1上の議論では X(Ω) と書いたものを，改めて Ω と置き換えている．
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